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大
門
正
克
ほ
か
編
『
高
度
成
長
の
時
代
１　

復
興
と
離
陸
』
へ
の
書
評　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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法
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原
社
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題
研
究
所
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授
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「
ブ
ロ
グ　

五
十
嵐
仁
の
転
成
仁
語
」
―
掲
載
２
０
１
１
年
２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
論
攷
は
、『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』（
２
月
６
日
に
、
私
の
書
い
た
書
評
：
大
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
克
・
大
槻
奈
巳
・
岡
田
知
弘
・
佐
藤
隆
・
進
藤
兵
・
高
岡
裕
之
・
柳
沢
遊
編
『
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
成
長
の
時
代
１　

復
興
と
離
陸
』（
大
月
書
店
、
２
０
１
０
年
10
月
刊
）
が
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
。〕

  　
　
　

今
後
の
研
究
に
お
け
る
出
発
点

 　

あ
れ
か
ら
、
も
う
半
世
紀
も
経
つ
の
か
。
日
本
の
経
済
と
社
会
が
大
き
く
変
容
し
た
「
高
度
成
長
」
の
時
代
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か
ら
…
…
。

　

こ
の
時
代
は
、
お
よ
そ
１
９
５
０
年
代
の
中
頃
に
始
ま
り

、70
年
代
前
半
で
終
了
す
る
。
約
20
年
に
及
ぶ
嵐
の

よ
う
な
時
代
だ
っ
た
。
年
平
均
10
％
も
の
経
済
成
長
は
日
本
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

そ
の
激
動
の
時
代
の
歴
史
的
な
特
質
に
多
面
的
に
迫
ろ
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
「
高
度
成
長
の
時

代
」
で
あ
る
。
本
巻
は
そ
の
第
１
巻
で
あ
り
、「
復
興
と
離
陸
」
と
い
う
表
題
の
通
り
、
開
始
の
時
期
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。

　

本
書
の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
は
、
第
一
に
、
高
度
成
長
の
時
代
を
歴
史
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
「
序
章
」
で
示
さ
れ
た
研
究
史
、
分
析
枠
組
み
、
論
点
は
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
出
発
点
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
地
域
、
暮
ら
し
と
思
想
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
年

に
お
け
る
歴
史
研
究
の
方
法
と
課
題
を
、
こ
の
時
代
に
適
用
す
る
試
み
と
し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
多
様
な
方
法
と
テ
ー
マ
に
よ
る
総
合
的
な
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
開
発
と

公
害
反
対
運
動
、
首
都
圏
の
商
工
業
と
都
市
の
変
貌
、
学
校
と
教
育
の
変
容
、
国
民
教
育
運
動
の
展
開
、
女
性

労
働
者
と
主
婦
、
社
会
保
障
の
特
質
、
戦
後
型
開
発
主
義
国
民
国
家
の
形
成
を
め
ぐ
る
理
論
問
題
な
ど
を
通
じ

て
、
高
度
成
長
期
の
動
態
的
な
像
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
第
一
巻
で
は
、
歴
史
的
背
景
と
し
て
の
対
外
的
条
件
が
章
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ず
、
高
度
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成
長
の
起
動
因
と
し
て
の
経
済
な
ら
び
に
労
使
関
係
の
分
析
も
充
分
と
は
言
え
な
い
。
テ
ー
マ
の
選
定
に
い
さ

さ
か
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
第
２
巻
と
第
３
巻
に
目
を
通
す
こ
と
で
、
補
わ
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。


